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令和 4年 2月 24日（木） 
泉崎村立泉崎中学校    発行責任者 校長 桑原透  

 １６日に後期生徒総会が

行われました。この生徒総
会は新生徒会役員の初の大仕事でした。コロナ感染症予防のため、リモート方式での実施となりました
が、活発な意見交換が行われ、今後の生徒会活動の飛躍が期待できそうでした。新生徒会役員に感想
を聞いてみました。 

 
 

先週、村内の
企業で「農事

組合法人 ひかり」様より、3年生の生徒に合格祈願きのこを贈呈
していただきました。きのこは合格にかけて作った「五角形のきの
こ」です。ひかり様は 3年前に村内にできた会社ですが、「地元に
貢献できる会社」がモットーなのだそうで、地域のごみ拾いなども
行っているそうです。出資会社は泉崎ではないですが、工場があ
る場所の中学校という事で、本校に寄贈することになったのだそう
です。 五角形きのこを食べて合格に向けて頑張ります。大変有難
うございました。 

目指す学校像 

１ 安全で安心して生活できる学校 

２ 生徒・教師が楽しめて「今日も来てよかったなあ」と思える学校 

３ 生徒が主体となって活動し、明るく活気のある学校 

４ 学校・保護者・地域が連携し、共に成長していく学校 

５ 保護者や地域から信頼される学校 

泉崎中スローガン 

１ 

２ 健 康 ・ 安 全 

３ 「自 他 共 栄」 

４ 「一 歩 改 革」  

新役員の運営による生徒総会 

生徒会長 秋さん 

 今回の生徒総会は新生徒会本部役員として初めて
の総会でした。今年は新型コロナウイルスの影響
で、例年と違い初めてのリモートでの開催となりま
した。質疑応答の場面では、たくさんの質問や意見
のやり取りがあり、生徒全体でそれを共有すること
ができ、有意義な時間になったと思います。生徒会
に対する意見については、今後、本部役員で話し合
いを重ね、実現を目指していきたいと思います。 

 議事運営を含め、２年生を中心に行い、それぞれ
が３年生になるための意識が高められたように思い
ます。 

生徒会副会長 大賀さん 

 初めてのリモートで、相手の反応が分からなか
ったり、カメラに向かって話すのが不慣れだった
りして、色々不安はありましたが、みんな真剣に
がんばってくれてうまくいって良かったです。 

生徒会副会長 鈴木さん 

 今回の生徒総会は初めてのリモートで、運営の
流れ以外に、何もつかめないままでの開催でし
た。前期の総会とはメンバーも雰囲気も変化し
て、とても緊張しましたが、新しくいろんなもの
を得られました。去年の引継ぎ事項の一つ、臨機
応変な行動を示せたと思います。 

生徒会会計 佐川さん 

 私は生徒会本部として質問に答えた時に、たく
さんの質問に一人でお答えできなく大変だったの
で、一人でも対応できるように、精進していきた
いと思います。 

生徒会書記 鈴木さん 

 初の生徒会役員全員での活動として、生徒会総会
を運営しました。総会で必要な要項の準備やこれか
らの生徒会へ向けた質問への回答、当日の会の司会
進行など、事前からいろいろ準備して取り組みまし
た。不安なことなどもありましたが、無事会が終了
し、役割をしっかり果たせたのではないかと思って
います。これからの活動も頑張っていきたいです。 



 

 

特集 ネット依存⑨（再掲） 

ネット依存から抜け出すには 

ネット以外に興味の対象を探す 

 〇ネットの時間を減らすには、何かほかの活動を積極的に取り入れていくことが重要で

す。学校の補習、塾、予備校、アルバイト、部活、趣味など。 

 〇最も多いきっかけは勉強や進学で、親からではなく、友人や先生から助言してもらう

のが重要です。 

 〇大切なことは変化の兆しが見えたらまず褒めること。 


